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低アミロース米短拝良食味品種「 シルキーパール」の育成
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表 1 「シルキーバールJ特性表
1 は じ め に

東北農業研究センター稲育種研究室では,低アミロース

米品種「スノーパール」を既に育成しており,加工適性が

優れていること等から,主に東北地方で普及が進められて

いる。しかし,「スノーパール」は長稗で倒伏し易 く,肥
沃地での栽培には向かないため,実需者からは,短稗の低
アミロース米新品種の育成が要望されていた。当研究室で

はこうした要望に応えて,短稗の低アミロース米品種とし

て「シルキーパール」を育成し,新品種として命名登録さ

れたので,こ こに本品種の主要特性を紹介する。

2 育成 の経過

「シルキーパールJは ,1989年に東北農業試験場 (現・

東北農業研究センター)水田利用部で,早生低アミロース

米品種の育成のため,農業生物資源研究所育成の低アミロー

ス米突然変異系統である「探系2019(後 の「中間母本農林

14号」)」 を母,「ふ系143号 (後の「ヤマウタJ)Jを父とし

て交配を行い,その後代から育成された。 F3集団で自濁
した低アミロース玄米のみを選抜 して播種 し,1991年に

F`集団を本田で養成,以後は系統育種法で選抜・ 固定を

図った。1994年以降,雑種第 7代より「奥羽354号Jの系
統名で,新形質米プロジェクト研究の中で加工・利用特性

を検討し,2001年 (雑種第14代)に命名登録された。

3 形態的特性

「 シルキーパールJは ,揮長は「ひとめばれ」,「 スノー
パール」より短い短繹で,穂長は両品種より短いやや短 ,

穂数は「ひとめばれJよ りやや多いやや多で,草型は穂数

型である。止葉はやや立ち,草姿は良好である。稗の太さ

はやや細,稗質は中である。粒着密度はやや密,短亡を中
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程度生じ,ふ先色・穎色は黄自,脱粒性は難である。

4生 態 的 特 性

「シルキーパール」は,出穂期・成熟期とも「ひとめぼ

れ」とはぼ同じで,「スノーパールJよ り出穂期で 2日 程

度晩く,育成地では中生の晩に属する。耐倒伏性は「ひと

めばれ」「スノーパール」に優る強である。いもち病抵抗

性については,真性抵抗性遺伝子 P′αをもつと推定され ,

圃場抵抗性は葉いもち・穂いもちとも中である。自葉枯病

抵抗性は中,障害型耐冷性は「スノーパール」に優る中 ,

穂発芽性は中である。収量性は「ひとめぼ初「スノーパー

ルJに優り,現在流通している低アミロース米品種の中で

は収量が高い。

(1998～2000年 ,育成地)
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表2 シルキーパールの食味試験成績 (育成地)5品 質 特 性

「シルキーパール」は,「探系2019」 由来の低アミロー

ス米特性をもち,玄米はやや自濁するが,「 スノーパール」

に比べ玄米色がやや黒く,低アミロース米としての外観品

質はやや劣る。玄米の粒大は「スノーパール」。「ひとめぼ

れJよ り小さいやや小で,鵜精歩合は「スノーパール」と

同程度,自米の自度はやや低く,胚芽は落ちやすい。

「シルキーパールJの米のアミロース含量は「スノーパー

ルJと同様,登熟気温により変動する。登熟気温が高温の

際はアミロース含量は低く,低温の際は逆に高くなる傾向

を示す (図 1)。 この変動は「スノーパール」のそれと同

加水量 外観 粘り 柔さ 総合
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図 1 「シルキーパールJ自米のアミロース含量と登熟気
温との関係       (育 成値,1993～ 2000年 )

程度とみられ,1994年や2000年のような極端な高温登熟条

件では,玄米の外観は襦米に近づく。

6食 味 特 性

育成地における「シルキーパールJ飯米の食味試験成績

を表 2に示す。「シルキーパールJ単品では,水分を若干

減らして炊くことで,「ひとめばれJ「スノーパール」と比

較して,柔 らかく粘りの強い,良食味の飯米が得られる。

「シルキーパールJの飯米を炊飯後 1時間放冷 し,さ らに

冷蔵庫で10℃・ 2時間保冷した冷飯でも,両品種の冷飯に

比べ粘り・柔らかさともに優れ,冷めても食味の低下が少

ないといえる。

また,「 シルキーパール」と「キヨニシキ」 との混米の

食味試験成績を行った (表 2)。 混合比率を変えた試料の

他,「キヨニンキJと「スノーパールJと を混合 した試料

も比較として供試した。その結果「ンルキーパール」と

「キヨニシキJと を等量に混ぜた米は,「ひとめばれ」単品

とはぼ同程度の食味評価を得た。これは,飯米を冷蔵庫で

保冷した冷飯についても同様であった。

方,低アミロース米品種の飯米では,通常の梗米に比

べ濡臭が強いことが問題にされる場合がある。「シルキー

パール」飯米の濡臭について官能評価を行った結果 ,「 シ

ルキーパール」では「スノーパール」と比較して,ア ミロー

ス含量が同程度でも襦臭が少なかった (表 3)。 また,「キ

表3 シルキーパールの濡臭の強さの官能評価

品種系統名 アミロース 襦臭の パネル
含量 (%) 強さ  数(名 )

シルキーパール
ひとめばれ
スノーパール (基準)

21Xl■産米
育成地

-100
-183
0

シ(50%)十 キ(50%)・
ヒ(30%)+キ (70%).
ひとめばれ (基準)・

2∞0年産米
育成地

注 襦臭の強さ :-2(弱 )～ +2(強 ), ヒ :ヒ メノ
そチ

ヨニシキ」と等量混合した冷飯の試料では,「 ヒメノモチJ

を混合した試料に襦臭が残るのに対し,襦臭はほとんどな

く,基準の「ひとめばれJと 同程度であった。

7 適地及び栽培上の留意点

「シルキーパールJは ,短強稗であることから,東北地

域中南部以南の主として肥沃地に適合する。米のアミロー

ス含量比が登熱気温により変動することに留意する。本品

種は,短稗の低アミロース米品種としての特性を活かし,

東北地域における低アミロース米の安定生産に寄与するこ

と力り明待される。
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